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○ 東日本大震災による災害廃棄物について、国では、被災地の早期復興を目指すため、

平成23年5月に処理指針（マスタープラン）を示し、震災発生後2年間、すなわち、

平成26年3月末を目途に処理を終えることとしています。

○ 現在、本県で処理を行っている岩手県野田村の不燃物については、本年12月末ま

でに受入れを終える見込みです。

・広域処理に要する費用については、本県の場合、処理委託契約に基づき、委託元である

岩手県から支払いを受けていますが、焼却処理を行う県内受入自治体や廃棄物の運搬を

行う業者へ再委託した業務分については、県から自治体等へ費用を支払っています。

・なお、災害廃棄物の広域処理は、岩手県側の災害廃棄物処理事業として行われています

が、岩手県などが一時的に負担する処理費用は、最終的に国からの補助等によりほぼ全

額がカバーされることになります。


